
小坂町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています

「許さない。ＤＶ」　11月は“ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）防止推進月間”です

“ひと”と
　 “まち”が輝く
　　躍動する小坂

全国産業観光フォーラム………………２～３
選任された委員紹介…………………………４
ホットニュース………………………………５
クリスマスマーケットin小坂………………６
生涯学習だより…………………………８～10
健康のつどい…………………………………13
インフォメーション……………………15～17

● もくじ ●

～小坂鉄道レールパーク～
　10月13日、「鉄道まつり」の開催期間中に小坂鉄道レールパークの入園者が１万人に達しまし
た。この日は、６月１日のグランドオープンから134日目で、１万人目の来園者となった神保
知那君（７歳・秋田市）に町長から町の特産品や記念品などが贈呈されました。
　神保知那君は、母親の瑞穂さんの実家が小坂町内にあり、連休に家族３人で里帰りしレール
パークを訪れたそうです。思いがけない“サプライズ”に、３人で大喜びしていました。

開園から入園者１万人達成！
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全
体
会
で
は
、
は
じ
め
に
「
産
業
観
光
ま

ち
づ
く
り
大
賞
の
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
応

募
の
あ
っ
た
全
国
17
団
体
の
中
か
ら
７
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

「
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
系
の
都
市
づ
く
り
」

　

金
賞
は
北
九
州
産
業
観
光
セ
ン
タ
ー
（
福

岡
県
）が
、
第
３
回
で
の
受
賞
に
続
き
２
度

目
の
受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

北
九
州
市
は
日
本
の
産
業
史
そ
の
も
の
が

あ
り
、
産
業
発
展
に
と
も
な
う
公
害
の
克
服

や
、
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
系
の
都
市
づ
く
り

な
ど
、
地
方
再
生
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、
新
た
な
産
業
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に

向
け
た
取
組
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

職
人
の
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
拘
り
と

中
小
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

経
済
産
業
大
臣
賞
は
、
燕
三
条
プ
ラ
イ
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
燕
三
条�

工
場
の
祭
典
」実
行

委
員
会（
新
潟
県
）が
受
賞
し
ま
し
た
。
中
小

企
業
が
新
し
い
事
業
モ
デ
ル
を
展
開
し
、
自

在
に
変
化
し
な
が
ら
、
高
い
技
術
品
質
の
製

造
過
程
を
公
開
、
中
小
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
な
ど
、
新
し
い＂
モ
ノ
づ
く
り
＂に
取
り

組
む
姿
勢
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

酪
農
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し

産
業
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
を
生
み
出
す

　

観
光
庁
長
官
賞
に
は
、
酪
農
の
イ
メ
ー
ジ

を
大
き
く
変
え
た
と
し
て
、
小
岩
井
農
牧
株

式
会
社
小
岩
井
農
場（
岩
手
県
）が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
酪
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て

の
成
功
は
も
と
よ
り
、
大
変
な
仕
事
場
と
い

う
酪
農
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し
た
功
績

が
大
き
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

「
小
坂
の
産
業
技
術
が
な
け
れ
ば

　

地
球
の
未
来
が
な
い
。」

　

特
別
賞
に
は
小
坂
町
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
都
市
鉱
山
が
や
が
て＂
社
会
鉱
山
＂へ
と
変
化

し
、
文
字
通
り
世
界
規
模
で
リ
サ
イ
ク
ル
の

重
要
性
が
認
知
さ
れ
る
時
代
に
な
る
。」
と
今

後
の
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
を
と
り
ま
く
情
勢
を

分
析
し
、「
環
境
破
壊
や
枯
渇
す
る
資
源
を
考

え
た
時
、
世
界
で
ト
ッ
プ
の
リ
サ
イ
ク
ル
製

錬
技
術
は
『
世
界
を
美
し
く
持
続
さ
せ
る
力
』

と
な
り
う
る
。」と
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞

◆
銀
賞

　

小
樽
産
業
観
光
推
進
協
議
会（
北
海
道
）

　

小
松
市（
石
川
県
）

◆
特
別
賞

　

鶴
岡
織
物
工
業
協
同
組
合（
山
形
県
）

　

10
月
30
日
と
31
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
第
８
回

と
な
る
「
全
国
産
業
観
光

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
秋
田
・
こ

さ
か
」
が
康
楽
館
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
産
業
観
光
に

携
わ
る
団
体
や
企
業
、
自

治
体
な
ど
の
関
係
者
、
約

５
０
０
名
が
集
い
、
産
業

観
光
ま
ち
づ
く
り
大
賞
表

彰
式
な
ど
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
八
幡
和
郎
氏

（
徳
島
文
理
大
学
大
学
院

教
授
）に
よ
る
記
念
講
演
、

吉
川
廣
和
氏（
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

名
誉
相
談
役
・
小
坂
町

観
光
大
使
）、
見
並
陽
一

氏（
日
本
観
光
振
興
協
会

理
事
長
・
小
坂
町
観
光
大

使
）、
麓
幸
子
氏（
日
経
Ｂ

Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
所

長
執
行
役
員
）に
よ
る
記

念
鼎て

い

談
、
そ
の
ほ
か
分
科

会
や
交
流
会
、
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン（
観
光
資
源

の
見
学
・
体
験
・
交
流
等
）

な
ど
が
行
わ
れ
、
産
業
と

観
光
に
つ
い
て
研
修
し
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

産
業
遺
産
の
再
生
と
活
用

そ
こ
に
あ
る
資
源
を
活
か
し
「
物
語
」
を
創
る

▲受賞者全員で記念撮影▲特別賞を受賞した小坂町
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 コーディネーター
丁野　　朗　氏（日本観光振興協会常務理事）
 パネラー
宮原　一徳　氏（㈱ゴールデン佐渡・史跡佐渡金山代表取締役社長）　
市毛　　環　氏（NPO法人共楽館を考える集い）
高橋　竹見　氏（小坂まちづくり㈱代表取締役社長・康楽館長）

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
物
語
の
創
造
」

近
代
化
産
業
遺
産
群

分科会❶

 コーディネーター
加藤　秀和　氏（国際資源開発研修センター研修企画部長）
 パネラー
中村　　崇　氏（東北大学多元物質科学研究所教授）　
仲　　雅之　氏（DOWAエコシステム㈱取締役リサイクル事業部長）
光根　　裕　氏（小坂製錬㈱代表取締役社長）

資
源
が
循
環
し
な
く
な
る
時
代
に

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
産
業

分科会❷

 コーディネーター
米山　淳一　氏（地域遺産プロデューサー）
 パネラー
小田　　均　氏（陸別町商工会専務理事）　
田口由加子　氏（NPO法人神岡・町づくりネットワーク レールマウンテンバイク事務局）
小棚木政之　氏（NPO法人大館・小坂鉄道レールバイク理事長）
千葉　裕之　氏（小坂鉄道保存会長）
 コメンテーター・総評
須田　　寛　氏（全国産業観光推進協議会副会長）

鉄
道
と
沿
線
の
資
産
と「
食
」

廃
線
鉄
道

分科会❸
　

第
３
分
科
会
は
、
鉄
道
が

産
業
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
語

ら
れ
る
初
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
会
場
は
小
坂
鉄
道
レ
ー

ル
パ
ー
ク
の
機
関
車
車
庫
で

行
わ
れ
、
臨
場
感
が
あ
る
中

で
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
田
氏
は
第
３
セ
ク
タ
ー

ふ
る
さ
と
銀
河
線
の
廃
線
を

切
っ
掛
け
に
、「
陸
別
の
駅
構

内
を
保
存
し
、
気
動
車
の
体

験
運
転
な
ど
を
展
開
し
て
い

る
。
日
本
で
一
番
寒
い
町
と

い
う
特
徴
と
セ
ッ
ト
で
鉄
道

遺
産
を
活
用
し
て
い
る
。」
と

紹
介
し
ま
し
た
。

　

田
口
氏
は
神
岡
鉱
山
の
廃

鉱
に
伴
い
神
岡
鉄
道
も
廃
止

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、「
廃

線
を
使
い
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
た
。
き

ち
ん
と
都
市
の
記
憶
を
伝
え

た
か
っ
た
。」
と
い
う
想
い
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
棚
木
氏
は
「
小
坂
鉄
道
が

廃
止
さ
れ
、
神
岡
さ
ん
の
と

こ
ろ
と
一
味
違
う
形
で
活
か

し
た
く
、
レ
ー
ル
バ
イ
ク
に

い
き
つ
い
た
。」
と
紹
介
、
千

葉
氏
か
ら
は
「
小
坂
鉄
道
で

「
魅
せ
鉄
」
と
い
う
言
葉
を
創

り
活
動
し
て
い
る
。」
な
ど
、

両
氏
と
も
同
じ
旧
小
坂
鉄
道

の
保
存
活
用
に
携
わ
る
者
と

し
て
、
魅
力
を
発
信
し
続
け

た
い
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
米
山

氏
は
、「
鉄
道
を
軸
と
し
、
沿

線
の
歴
史
的
資
産
や
自
然
遺

産
、
そ
し
て
「
食
」
な
ど
を
上

手
く
活
か
し
て
欲
し
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
総
評

を
務
め
た
須
田
氏
は
「
今
日
発

表
さ
れ
た
方
々
は
、
心
の
中

で
鉄
道
を
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
る
。」
と
語
り
、「
鉄
道
は

文
化
遺
産
で
あ
り
、
観
光
資

源
。
地
域
活
性
化
を
も
た
ら

し
、
交
流
人
口
を
生
む
新
た

な
資
源
で
あ
る
。」
と
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
分
科
会
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
資
源
を
今
後
い
か
に
確

保
し
て
い
く
か
、
資
源
の
持

続
可
能
と
い
う
視
点
に
お
い

て
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い

る
点
な
ど
を
話
題
に
議
論
を

深
め
ま
し
た
。

　

中
村
氏
は
小
坂
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
位
置
づ
け
と
世
界
と

の
関
わ
り
つ
い
て
「
こ
れ
か

ら
は
＂
資
源
が
循
環
し
な
い

時
代
＂
に
な
る
。
欧
州
で
は
、

製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
金
属
の

使
用
を
義
務
づ
け
る
制
度
化

に
向
け
た
動
き
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
動
き
が
本
格
化
し

た
時
、
小
坂
製
錬
が
持
つ
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
は
、
と
て
も

重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に

な
る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

光
根
氏
は
か
つ
て
黒
鉱
を

製
錬
し
た
技
術
を
生
か
し
、

い
わ
ゆ
る
都
市
鉱
山
か
ら
22

も
の
元
素
を
取
り
出
す
方
法

を
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仲
氏
は
い
か
に
し
て

世
界
中
か
ら
原
料
を
集
め
て

い
る
か
に
つ
い
て
、「
バ
ー
ゼ

ル
条
約
に
よ
り
欧
州
で
は
自

由
に
モ
ノ
が
入
っ
て
く
る
が
、

日
本
に
は
同
条
約
の
手
続
き

を
し
な
い
と
自
由
に
モ
ノ
を

輸
入
で
き
な
い
厳
し
い
制
限

が
あ
る
。」と
現
状
を
報
告
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
乗
り
越

え
、
現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、欧
州
か
ら
も
＂
都

市
鉱
山
＂
を
採
掘
し
原
料
を

確
保
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
加

藤
氏
は
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

産
業
を
ど
う
観
光
に
活
用
す

る
か
に
つ
い
て
、「
資
源
は
あ

る
。こ
れ
を
ど
う
活
か
す
か
。」

と
し
、
町
や
大
館
市
で
一
般

に
未
公
開
の
リ
サ
イ
ク
ル
関

連
施
設
を
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
を
要
望
、
あ
わ
せ
て

地
元
の
協
力
、
保
安
や
安
全

も
考
慮
す
る
必
要
性
を
説
か

れ
ま
し
た
。

　

第
１
分
科
会
で
は
、
同
じ

鉱
山
資
源
を
持
つ
地
域
か
ら
、

産
業
遺
産
の
活
用
に
つ
い
て

問
題
点
や
課
題
、
こ
れ
か
ら

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。

　

宮
原
氏
は
、「
佐
渡
の
鉱
山

と
町
場
を
一
括
し
て
、
ぜ
ひ

世
界
遺
産
に
し
た
い
。
世
界

遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
に
入
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

に
は
政
府
提
案
し
て
も
ら
う

べ
く
今
後
も
活
動
を
継
続
し

た
い
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　

市
毛
氏
は
、
日
立
鉱
山
の
遺

産
で
あ
る
共
楽
館
を
中
心
に
、

市
民
の
立
場
、
視
点
か
ら
「
街

並
み
や
町
の
遺
産
は
み
ん
な
の

も
の
で
あ
り
、
市
民
が
そ
こ
を

き
ち
ん
と
認
識
で
き
て
い
る
か

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。」と
強
く

訴
え
ま
し
た
。

　

高
橋
氏
は
、「
年
間
を
通
し

て
、
冬
場
の
小
坂
の
新
し
い

魅
力
を
ど
う
作
る
か
。
価
値

を
伝
え
る
の
は
ガ
イ
ド
、
つ

ま
り
人
で
あ
り
、
人
の
体
系

整
備
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。」と
語
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
丁
野

氏
か
ら
は
、「
観
光
的
に
考
え
た

場
合
、
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
施

設
が
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
物
語

性
が
無
い
と
そ
の
場
所
の
認
識

が
で
き
ず
、
そ
の
場
限
り
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
。」
と
、
産
業
遺

産
の
活
用
は
そ
の
物
語
を
ど
う

魅
せ
ら
れ
る
か
が
、
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
坂
町
に
つ
い
て

は
、「
産
業
の
再
生
創
造
、
そ

し
て
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
出

来
て
き
て
い
る
。」と
評
価
、
一

方
で
「
地
域
の
中
に
新
し
い
雇

用
の
場
が
生
ま
れ
、
そ
れ
を

支
え
る
産
業
が
生
ま
れ
、
単

に
経
済
的
な
豊
さ
だ
け
で
な

く
、
本
当
の
意
味
で
の
『
く
ら

し
の
再
生
』
が
、
今
後
の
小
坂

町
の
大
き
な
課
題
。」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
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情
報
公
開
審
査
会

　

情
報
公
開
審
査
会
は
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と
し
て
、
情
報
公
開
に
関
す
る
不
服

申
立
て
を
調
査
審
議
し
た
り
、
情
報
公
開
制
度
の
運
用
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
実
施
機
関
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申
し
、
建
議
し
ま
す
。

情
報
公
開
審
査
会
の
委
員

　

情
報
公
開
審
査
会
は
、
５
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
２
年
で
、

今
回
選
任
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
平
成
28
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

伊　藤　智　子 氏青　島　達　也 氏 川　田　重三郎 氏

葛　西　　　壽 氏 花　田　洋　二 氏

横　山　壽　一 氏

小田桐　昌　善 氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録
価
格

（
評
価
額
）に
不
服
が
あ
る
納
税
義
務
者

は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対

し
て
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

（
評
価
額
）に
関
す
る
不
服
を
審
査
す
る

た
め
、
法
律
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
行

政
委
員
会
で
、
中
立
的
な
立
場
か
ら
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録
価
格（
評
価

額
）が
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

　

固
定
資
産
評
価
審
査
会
は
、
３
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は

３
年
で
、
今
回
選
任
さ
れ
た
委
員
の
任

期
は
平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

教
育
委
員
会

　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
な
ど
の
教
育

機
関
を
管
理
し
、
学
校
の
組
織
編
制
、

教
育
課
程
、
教
科
書
そ
の
他
の
教
材
の

取
扱
及
び
教
育
職
員
の
身
分
取
扱
に
関

す
る
事
務
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
教

育
、
生
涯
学
習
、
学
術
や
文
化
に
関
す

る
事
務
を
管
理
し
執
行
す
る
地
方
教
育

行
政
機
関
で
す
。
教
育
・
学
術
・
文
化

を
含
む
事
務
を
行
う
た
め
に
は
政
治
的

な
独
立
性
が
必
要
な
た
め
、
地
方
公
共

団
体
の
首
長
や
町
の
各
担
当
課
か
ら
独

立
し
た
執
行
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
委
員

　

教
育
委
員
会
は
、
５
人
の
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
4
年
で
、

今
回
選
任
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
平
成

30
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

情
報
公
開
審
査
会
委
員
の
紹
介

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会

委
員
の
紹
介

教
育
委
員
会

委
員
の
紹
介

10月１日任用された各委員についてお知らせします
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−身近な話題をお知らせください。

小坂町防犯協会地域安全功労者表彰で３個人を表彰

安全・安心の地域づくりに貢献
　全国地域安全運動が始まり、10月20日青銅館に
おいて小坂町防犯協会地域安全功労者表彰の伝達式
が行われました。
　これは町の防犯活動において、安全で安心な暮ら
しやすいまちづくりに積極的に貢献・寄与したことを
評価された方が賞されるものです。
　今年度は次の３名の方々が受賞しました。

【平成26年度小坂町防犯協会地域安全功労者表彰】
　川上支部　　　銭盛 光子さん（余路米）
　十和田湖支部　工藤 美惠子さん（大川岱）
　七滝支部　　　小舘 康弘さん（大地）

国民健康保険事業に尽力

安保富雄さんが厚生労働大臣表彰
　10月29日、小坂町国民健康保険運営協議会会長
の安保富雄さん(万谷)が、10月20日に厚生労働省で
挙行された「平成26年度国民健康保険関係功績者厚
生労働大臣表彰式」において厚生労働大臣から表彰
され、受賞の報告に町長を訪れました。
　安保さんは、昭和59年４月から30年間、小坂町
国民健康保険運営協議会の委員及び会長を勤めたほ
か、昭和62年８月からは秋田県国民健康保険団体連
合会運営協議会連絡会の理事及び副会長として27年
間の長きにわたり尽力されました。
　町や県の国民健康保険事業に貢献された功績が認
められて、今回の表彰となりました。

とわだ七滝ファームからプレゼント！

地元のおいしい”枝豆”を味わって
　９月12日、七滝地区にある農事組合法人「とわだ
七滝ファーム」(代表理事：小舘正光氏)から、七滝
デイサービスを利用している方々へ、採りたての新鮮
な枝豆が贈られました。
　これは、同法人が地元の七滝地区で採れた「おい
しい枝豆を味わって欲しい」と贈られたもので、七
滝デイサービスを利用している方々が自分たちで豆を
もぎ取り、調理員に調理してもらいご馳走になりま
した。
　思いがけないプレゼントに、デイサービス利用者
の方々からは「たくさん豆が付いてるね」「新鮮でおい
しそう」と笑顔を弾ませていました。

行政相談員が買い物客等へ啓発活動を実施

身近な困りごとなどありませんか
　10月16日と21日、市日前とマックスバリュ前にお
いて買い物客らに行政相談委員の亀田誠一さん(上川
原)が啓発活動を行い、「身近な困りごとなどありませ
んか」と呼びかけながら、チラシを配布しました。
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱された民間ボ
ランティアとして、国の行政機関等に対する苦情や生
活の中での困りごとなど幅広く相談に乗り、必要な
あっせんを行って解決に努める活動を行っています。
　小坂町内では亀田さんが毎月第３火曜日にほっと
りあ(七滝公民館)で相談所を開設し、町民の方々か
らの相談を受け付けています。
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クリスマスマーケット開催
　ソーセージやクッキー、ホットワイン、ドイツ
ビール等の飲食物や、クリスマスリースやツリー
に飾る木工芸品等のクリスマスグッズ販売

クルト・ネットー特別展示
　天使館旧園長室でネットーの絵や近代クリスマ
ス発祥の地などの解説展示

クリスマスライトアップ
　小坂鉱山事務所、天使館、康楽館や明治百年通り
のライトアップ
（※ご家庭で使わなくなったイルミネーションが
あれば、天使館周辺への飾り付けとして活用させ
ていただきますので、ぜひご提供ください。）

クリスマスソングライブ
開催日ごとに天使館を会場にライブの開催

　手作りのクリスマスキャンドル＆リースで会場
を盛り上げてみませんか？
　下記のとおり教室を開催します。参加希望の方
は、11月14日（金）まで観光商工班へお申込みくだ
さい。　

■期日・時間
　11月19日(水)　10：00～15：00
　リースの輪作り、飾り付け
■講　師／杉原ケイ子さん
■参加費／無料　持参／軍手、剪定ばさみ、昼食
■申込み・お問い合わせ先
　観光商工班　（℡２９－３９０８）

電飾トラクターの運行
クリスマスに合わせた電飾のトラクターを運行

［主催］小坂まちづくり㈱　TEL29－5522

クリスマスリース
　　作り教室開催

　クリスマスマーケットの期間中、天使館でのク
リスマスライブに参加する団体、マーケットに出
店する団体を募集します。参加したい団体は、お
気軽にご相談ください。

◆申込み・お問い合わせ先◆
11月17日(月)までに観光商工班(℡29－3908)

クリスマスソングライブ参加団体
マーケット出店者・団体

参加募集

　明治６年12月にドイツ人鉱山技師クルト・ネットーが小坂町で初めて行ったクリスマス
は、「キリシタン放還令」によってクリスマスが解禁された直後のことでした。
　その“近代クリスマス発祥の地”を町民の誇りとし、その先進性を情報発信するために、
今年も「クリスマスマーケットｉｎ小坂」を開催します。
  ネットーの故国ドイツで行われているクリスマスマーケットと同様に、小坂の冬の風物
詩として大人から子どもまで楽しめるイベントですので、どうぞお気軽にご参加ください。

クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催クリスマスマーケット開催 クリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップクリスマスライトアップ

　明治６年12月にドイツ人鉱山技師クルト・ネットーが小坂町で初めて行ったクリスマス
は、「キリシタン放還令」によってクリスマスが解禁された直後のことでした。
　その“近代クリスマス発祥の地”を町民の誇りとし、その先進性を情報発信するために、
今年も「クリスマスマーケットｉｎ小坂」を開催します。
  ネットーの故国ドイツで行われているクリスマスマーケットと同様に、小坂の冬の風物
詩として大人から子どもまで楽しめるイベントですので、どうぞお気軽にご参加ください。

　明治６年12月にドイツ人鉱山技師クルト・ネットーが小坂町で初めて行ったクリスマス
は、「キリシタン放還令」によってクリスマスが解禁された直後のことでした。
　その“近代クリスマス発祥の地”を町民の誇りとし、その先進性を情報発信するために、
今年も「クリスマスマーケットｉｎ小坂」を開催します。
  ネットーの故国ドイツで行われているクリスマスマーケットと同様に、小坂の冬の風物
詩として大人から子どもまで楽しめるイベントですので、どうぞお気軽にご参加ください。

会 場 明治百年通り（国際交流広場、天使館周辺）会 場 明治百年通り（国際交流広場、天使館周辺）

開催期間 11/29日（土）、12月6日（土）、13日（土）、20日（土）
会 場 明治百年通り（国際交流広場、天使館周辺）明治百年通り（国際交流広場、天使館周辺）明治百年通り（国際交流広場、天使館周辺）

開催期間 11/29日（土）、12月6日（土）、13日（土）、20日（土）日（土）11/29日（土）、12月6日（土）、13日（土）、20日（土）
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［住所］十和田湖字大川岱19‒13
［家賃］16,200円～37,300円
［概要］木造２階建て　２戸１棟
　　　３ＬＤＫ（食堂、台所、居間、洋室等）

［住所］小坂字下前田35‒1
［家賃］14,800円～39,300円
　　　（その他共益費、駐車場使用料あり）
［概要］鉄筋コンクリート造、５階建ての５階
　　　３ＤＫ（食堂兼台所、和室３室等）

■入居資格・注意事項
　現在住宅に困っている方で単身者の入居可です。
大川岱住宅は、所得制限有りで、けやき宿舎は所得
制限なしです。
■申込方法
　「町営住宅入居申込書」に、家族全員分の「住民票」・
「所得・課税証明書」・「納税証明書」を添えて、建設班
にお申し込みください。

【お問い合わせ先】建設班（TEL29－3910）

単身可

　平成16年から年２回開催している議会報告会も
今回で21回目となりました。
　町民のみなさんとひざを交えて意見交換できる
よい機会であり、町政の発展や協働の町づくりに
つながっています。
　夜間の開催となりますが、ぜひお誘い合わせの
うえご参加くださるようお願いいたします。

地区名 会　場開催日時

七 滝 地 区

十和田湖地区

上 向 地 区

川 上 地 区

中 央 地 区

ほっとりあ

休平自治会館

鳥越自治会館

川上公民館

セ パ ー ム

11月26日㈬
　　　午後６時～

11月26日㈬
　　　午後６時～

11月27日㈭
　　　午後６時～

11月27日㈭
　　　午後６時～

11月28日㈮
　　　午後６時～

大館税務署　法人課税部門（源泉所得税担当）
（TEL0186－42－0671）

お問い合わせ先

　今年も年末調整の時期が近づいてきました。大
館税務署では、官公庁・法人及び個人（白色事業者）
の源泉徴収義務者を対象に、次のとおり、年末調
整関係事務の説明会を開催します。

日 に ち　　11月19日㈬
時　　間　　〈１回目〉10時～12時
　　　　　　　　　　（９時30分受付開始）
　　　　　　〈２回目〉14時～16時
　　　　　　　　　　（13時30分受付開始）

場　　所　　大館市民文化会館　中ホール
持参書類　　年末調整関係書類
　　　　　　※対象者の方には、10月27日以降
　　　　　　　順次発送しています。

そ の 他　　個人青色事業者への決算説明会
　　　　　　（年末調整関係事務の説明も含む）
　　　　　　は、別途開催されます。

―日常生活の事故防止と正しい救急手当、
　　　　　　応急手当の方法を学びます―

赤十字救急法基礎講習
救急員養成講習《鹿角会場》

【救急法基礎講習】
◆期　日　11月22日㈯　9：30～15：00
◆対象･定員　15歳以上、30名
◆受講料　1,500円
◆会　場　十和田市民センター

【救急員養成講習】
◆期　日　11月29日㈯・30日㈰　9：30～17：30
◆対　象　上記「基礎講習」を終了された方
　　　　　または既に赤十字救急法基礎講習修
　　　　　了者認定証 (有効期限内)を所持され
　　　　　てる方
◆定　員　30名
◆受講料　1,700円
◆会　場　十和田市民センター

■持　　参　筆記用具、参加費、昼食、動きやすい服装
■申込締切　11月14日㈮
■申込み・お問い合わせ先
　鹿角市社会福祉協議会（℡23－２１６５）

単身可



生涯学習だより小坂公民館上向分館・十和田分館
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セパームに家庭ゴミを捨てないで！

　10月４日、小坂町駅伝競走大会が記念陸上競技場をスター
ト・ゴールとする周回コースで開催され36チームが参加、前
日の雨も上がり各選手ともチームのため最後まで懸命にタス
キを繋ぎ、沿道からたくさんの声援を受けていました。
　ゴール後には恒例となった町内業者からの協賛、調理ボラ
ンティアの方による桃豚の豚汁が振る舞われました。
　各部門の入賞及び区間ラップ賞は次のとおりです。

○一般の部
〈第１位〉せいれんＡ
〈第２位〉鹿角消防第３部
〈第３位〉せいれんＢ

○中学男子の部
〈第１位〉野球部Ｂ
〈第２位〉バスケットボール部Ａ
〈第３位〉陸上競技Ｂ

○中学女子の部
〈第１位〉陸上競技Ｂ
〈第２位〉女子バスケ（１・２年）
〈第３位〉陸上競技Ａ

○小学校男子の部
〈第１位〉野球部Ａ
〈第２位〉野球部Ｆ
〈第３位〉野球部Ｃ

○小学校女子の部
〈第１位〉ミニバスＢ
〈第２位〉ミニバスＤ
〈第３位〉ミニバスＣ

○一般の部
第１区　杉沢　　諒　６分16秒
第２区　西垣　広大　８分56秒
第３区　井上　亮史　７分41秒
第４区　金丸　富男　７分１秒
第５区　小舘　　拓　７分46秒

○中学校男子の部
第１区　畠山　莉央　６分57秒
第２区　高橋　　諒　８分０秒
第３区　橋本　悠児　７分42秒
第４区　安保　竜矢　８分23秒
第５区　木村　優大　７分27秒

○中学女子の部
第１区　花岡　真衣　８分６秒
第２区　佐々木くるみ　８分35秒
第３区　窪田　有優　９分17秒
第４区　目時　成実　９分９秒
第５区　本田　千佳　７分48秒

○小学校男子の部
第１区　佐藤　瑞樹　９分12秒
第２区　菅　　貴俊　８分59秒
第３区　高橋　涼介　９分22秒
第４区　栗山　泰平　９分７秒
第５区　花岡　翔太　８秒17秒

○小学校女子の部
第１区　澤田　羽夏　８分14秒
第２区　佐藤　　萌　９分21秒
第３区　和田　莉奈　９分47秒
第４区　黒澤　加奈　８分44秒
第５区　福嶋由宇希　９分19秒

　10月４日、第44回小坂町駅伝競走大会とあわせて「ちびっ子マラソ
ン大会」が開催され、小学校１～３年生までの32人が参加しました。
陸上競技場がスタート・ゴールで中央公園の屋外ステージを折り返
すコースで行われ、晴天のもと、元気いっぱいに駆け抜けました。

　10月17日、セパームのゴミ回収場所に家庭用ガスボン
ベが中のガスを抜かない状態で、40本ほど捨てられてい
ました。昨年も同様の廃棄がありましたが、そのまま回
収されていれば大惨事につ
ながるものです。
　ゴミの収集場所は各自治
会で決められているほか、指
定された日、定められた方法
で出すようにしましょう。

　次の施設について、来年４月まで冬期休業します。
　なお、陸上競技場トラックはジョギングやウォー
キング等であれば使用することができます。

お問い合わせ先　セパーム（℡29－２０６９）

◆休業期間　　11月中旬→平成27年４月中旬
◆対象施設　　野球場、みんなの運動公園
　　　　　　　陸上競技場、テニスコート
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小
坂
町
七
夕
祭
振
興
会
主
催
で「
あ
な
た
が
捉
え
た
一
瞬
を
」と
開
催
し
た
七
夕
祭
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
。町

内
外
か
ら
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、入
賞
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

来
年
度
も
ス
テ
キ
な
一
枚
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

▲特選「納涼」　川口　広美（町内）

▲優秀賞「さぁ、きたきたきた！」
湊　貴信（由利本荘市）

▲優秀賞「鬼神　光に浮かぶ」
栗田　修身（町内）

　

青
少
年
育
成
小
坂
町
民
会
議
で
は
、次
の
と
お
り
研
修
会
を
行
い

ま
す
。

◆
日　

時　

11
月
19
日（
水
）午
後
6
時

◆
場　

所　

セ
パ
ー
ム
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
テ
ー
マ　

青
少
年
の
非
行
問
題
と
地
域
の
役
割
に
つ
い
て（
仮
）

◆
講　

師　

調
整
中

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
民
会
議
事
務
局﹇
セ
パ
ー
ム
内
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
29
―
２
０
６
９
）

　

今
年
度
の
大
人
の
学
び
塾
は
、「
モ
ノ
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
製
造
の
現
場
に
潜
入
し
ま
す
！

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日　
　

時　

12
月
５
日（
金
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
日
程
等

　
　
　
　
　
　

①﹇
見　

学
／
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
株
）エ
ド
ウ
ィ
ン
小
坂
ジ
ー
ン
ズ

　
　
　
　
　
　

②﹇
見　

学
／
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
和
田
オ
ー
デ
ィ
オ（
株
）

　
　
　
　
　
　

③﹇
ま
と
め
／
午
後
３
時
〜
午
後
４
時
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
パ
ー
ム

◆
申
込
期
限　

11
月
21
日（
金
）ま
で

◆
そ
の
他　

集
合
時
間
な
ど
詳
細
は
、別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館﹇
セ
パ
ー
ム
﹈（
☎
29
―
２
０
６
９
）

「
す
ご
い
ぞ
！
小
坂
の
モ
ノ
づ
く
り
を
追
え
」
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〈開催日時〉11月15日（土）10：30～11：00
◇幼児～小学校・保護者対象
◇自由参加・無料

　広報こさか10月号で、郷土館企画展の開催をお知ら
せしましたが、下記のとおり会期を変更いたします。
会期が10日ほど短縮されましたことをお詫びいたしま
す。変更後の会期は、下記のとおりです。

◆会　　期　11月５日（水）～12月19日（金）
◆時　　間　午前９時～午後５時
　　　　　　（受付終了は午後４時30分）
◆入 館 料　一　般 ▽300円　高校生 ▽240円
　　　　　　中学生以下 ▽無料

郷土館企画展の開催日程変更について

冬期休館のお知らせ

郷 土 館
12月20日～
　　平成27年３月10日

中小路の館
12月１日～
平成27年３月末日（予定）

●
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
秋
田
県

予
選

　

９
月
28
日
、
全
国
高
等
学
校
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
大
会
秋
田
県
予
選
大

会
が
能
代
工
業
高
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
本
校
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
２
台

が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
有
力

校
が
ひ
し
め
く
中
、
一
台
が
13
台
中

２
位
に
見
事
入
賞
し
、
全
国
高
等

学
校
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
大
会

（
11
月
宮
城

県
開
催
）
に

出
場
す
る
こ

と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
上

位
の
結
果
報

告
が
で
き
る

こ
と
を
目
標

に
頑
張
っ
て

き
ま
す
。

●
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
開
催

　

10
月
９
日
、
今
年
度
２
回
目
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し

た
。
学
校
祭
が
近
い
た
め
、
敷
地

内
及
び
校
内
の
清
掃
を
中
心
に
、

学
校
バ
ス
停
か
ら
秋
北
バ
ス
操
車

場
ま
で
行
い
ま
し
た
。

●
強
歩
大
会
終
了

　

９
月
20
日
、
若
干
の
小
雨
が
降
る

中
、
強
歩
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
男
子
79
名
、
女
子
35
名
は

無
事
完
歩
し

ま
し
た
。
今

年
度
は
小
坂

中
学
校
と
同

時
開
催
で
、

と
も
に
負
け

ず
と
頑
張
り

ま
し
た
。
沿

道
か
ら
の
御

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
鹿
角
市
﹁
元
気
フ
ェ
ス
タ
﹂、

小
坂
町﹁
学
び
ピ
ア
﹂出
展

　

９
月
21
日
の
鹿
角
市
産
業
祭
、

９
月
27
日
～
28
日
に
小
坂
町
の
「
ま

な
び
ピ
ア
」
に
、
電
気
部
と
機
械
工

作
部
が
製
作
し
た
レ
ー
ル
バ
イ
ク

や
ク
レ
ー
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、
ま

た
環
境
技
術
科
の
実
習
作
品
等
を

出
展
し
好
評
を
得
ま
し
た
。
今
後

も
「
小
坂
高

校
」と「
も
の

づ
く
り
」
に

興
味
・
関
心

を
寄
せ
て
も

ら
え
る
よ
う

に
取
組
を
継

続
し
て
い
き

ま
す
。

●
12
・
１
月
の
日
程

・
第
２
学
期
末
考
査

　
　

12
月
５
日（
金
）～
10
日（
水
）

・
終　

業　

式　

12
月
19
日（
金
）

・
冬�

季�

休�

業　

12
月
22
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　
　

１
月
13
日（
火
）

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です新
小説・エッセイ
■３時のアッコちゃん／柚木麻子（913）
■悪事／小池昌代（913）
■フォルトゥナの瞳／百田尚樹（913）
■ほんとうの花を見せにきた／桜庭一樹（913）
■物語のおわり／湊かなえ（913）
■本があって猫がいる/出久根達郎（913）

実用書
■本を愛しすぎた男
　−本泥棒と古書店探偵と愛書狂
■盛岡すてきな雑貨屋さん&カフェ
　−かわいいお店めぐり
■うつ病
■和食いちねんせい

児童書
■地球のかたちを哲学する／ギヨーム・デュプラ（E）
■鹿の王　上　生き残った物／上橋菜穂子（913）
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小坂町国際交流協会（ＫＩＳ）

※中学生と高校生に募集要項を配付済みです。
※参加者数、現地事情等により予定が変更される場合がありま
すので、KISホームページをご覧いただくかKIS事務局（役場内
℡29-3908）にお問い合わせください。

◆ 期　　　日 平成27年３月20日(金) ～ 27日(金)
◆ 行　き　先 アメリカ合衆国テキサス州
◆ 参　加　費 町内者　13万円（町と協会補助７万円除く）
 町外者　18万円（協会補助２万円除く）
◆ 定　　　員 ７名
◆ 申 込 締 切 11月14日(金)午後５時まで

国際交流員とともに中高生を引率してく
れる方１名も募集しています。（20歳以上）

■期　日　11月15日・16日
■開　演　11時～・15時～

■公演日　11月５日～11月28日
■休演日　11月14日～11月17日
■開　演　①10時　②13時30分
　　　　　※11月28日は11時開演
■上　演　約２時間

◆お問い合わせ先
　　　　康楽館（℡29－３７３２）

　舞台やテレビで活躍中の片岡愛之助
の舞台をじっくりとお楽しみください。

康楽館歌舞伎大芝居
　出演 「片岡愛之助」

11月常打芝居
  「劇団 夢の旅」

12月常打芝居
　 「劇団 要」康楽館からお知らせ

　迫力ある舞台と安定
した演技が魅力。
　下町かぶき組のリー
ダー・瞳ひろし座長が
あなたを魅了します。 ▲瞳ひろし座長

■公演日　12月３日～12月23日
■休演日　12月７日・16日
■開　演　①10時（団体向け）②13時30分
　　　　　※12月23日は11時開演
■上　演　約２時間

　昨年に引き続き12月
を担当する劇団要。
　熱い舞台を皆さまに
お届けしますのでどう
ぞご期待ください。 ▲長谷竜也座長

　アメリカで毎年11月の第４木曜日、サンクスギビン
グ（感謝の日）というホリデイがあります。サンクス
ギビングは元々キリスト教と深く繋がっており、神様
や家族、知り合いにも色々な形で感謝を申し上げる日
です。クリスマスと同じく、遠いところから人が集ま
る日です。二年前に参加した時には45人くらいが一つ
屋根の下に集まりました。
　伝説によると、何百年前、イギリス人達が北米大陸
に行き冬に大変困っているところをネイティブアメリ
カンの人達に助けてもらい、その次の年の秋にそのネ
イティブアメリカンの人達を招いて感謝の印として晩
餐を行ったそうです。これが現在のサンクスギビング
の始まりと云われています。
　晩餐と言っても今時のサンクスギビングの“夕飯”
は午後２時頃にスタートして、４時間くらいかかりま
す。ほとんどの人は朝食・昼食抜きで挑みますが食べ
たいものを全部食べるのはとても難しいです。私の得
策は「肉を全然食べない」ことで、野菜の料理の種類

を全部食べることができます。ターキーや蜂蜜に漬け
たローストハムなど、次の日でも、次の次の日でも残
りが十分ありますので、サンクスギビングの後にも楽
しめます。
　サンクスギビングに伴う伝統的なものといえば、ア
メリカンフットボールです。私の出身地ダラスのアメ
フトのチームは、毎年サンクスギビングの日にライバ
ルのチームと試合を行います。実は昔よりチーム状態
が良くなく、結果には拘らなくなりましたが、勝って
も負けてもアメリカの南部の人はアメフトが大好きで
試合中隣の家でも激励の声が聞こえます。試合の後、
天気が良ければよく家族でアメフトをしました。おぼ
ろげな記憶の中に、体当りされて木に勢い良くぶつ
かったこともあったような気がします…。
　サンクスギビングの次の日は「黒の金曜日」と名付
けられています。ちょっと悪名高い日で、私は参加を
避け続けましたが、妹が一度参加して「もう二度と参
加しない」と言っていました。しかしこの日を「祭」
としている人もいます。なぜなら、「黒の金曜日」の日
だけ、ほとんど全部の大型店で破格の大セールを行う
からです。“90％ OFF”の商品などともなると、人が

狂い、怖いで
すよ？でも大
型店でさえ働
いていなけれ
ば、休日にな
ります。家族
と一緒に過ご
す日が増えて
良いなと思い
ます。

サンクスギビング、フットボール、黒の金曜日
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ワンポイント
解 説

　認知症になると、お金や通帳など大事な物を盗られたと思いこむ「物盗られ妄想」が出てくる人が
います。自分でしまい込んで忘れているのですが、自分は決して悪くなく誰かが盗ったと人を疑いま
す。一番身近で頼りにしている人を疑う事が多く、一生けん命お世話をしている人ほど悪者にされま
す。盗っていないと言っても信用してもらえないので、「困ったねえ…」と共感して一緒に探すなど相
手に合わせてみるといいでしょう。

　ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）とは、配偶者や交際相手などの親密な関係にある者から振るわれる暴力
のことで、長い間、夫婦間の問題として見過ごされてきましたが、ＤＶは犯罪であり、重大な人権侵害です。
　また、ＤＶを目撃した子どもは心に大きな傷を負います。「児童虐待の防止等に関する法律」でも、子どもの目
の前でＤＶが行われることは、児童虐待に当たるとされています。
　暴力にはさまざまな形態があります。多くの場合が何種類かの暴力が重なって起こっています。
　暴力はずっと続くわけではなく、暴力のあとは謝罪を繰り返し一転して優しくなります。このため被害者も、
「自分の落ち度のせい」、「暴力は一過性のもの」と思い込もうとする傾向があります。しかし暴力は繰り返され、
エスカレートしていきます。

•殴る、蹴る。
•強く腕をつかむ。頬をつねる。
•髪や耳などを引っ張る。
•物を投げつける。
•たばこの火を押し付ける。
　　　　　　　　　　　など

身体的暴力
•大声で怒鳴る。脅す。
•何を言っても無視する。
•「デブ」など中傷の表現をする。
•「そんなことも知らないの？」
などと言って決めつける。　
　　　　　　　　　　など

精神的暴力
•生活費を渡さない。
•外で働くことを妨害する。
•家計を厳しく管理する。
•預金を勝手に使う。
•借金を負わせる。　など

経済的暴力
•携帯電話の履歴（電話・メー
ル）を勝手に見たり、無断で
削除する。
•実家や友人との付き合いを
制限したり、交友関係を厳し
く監視する。　など

社会的暴力

•キスやセックスを強要する。
•望んでいないのにアダルト
ビデオやいやらしい雑誌を
見せる。

•避妊に協力しない。　など

性的暴力

相談したい
加害者から逃れたい
加害者を引き離してほしい

•「子どもに危害を加える」な
どと脅す。
•子どもに、非難させたり、中
傷することを言わせる。
•子どもに、暴力を振るったり、
見せたりする。　など

子どもを利用した暴力
配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）があなたの力に
なります。ＤＶ防止法は、配偶者間の暴力の被害
者を保護・支援するための法律です。婚姻の届
出をしていなくても事実上婚姻関係にある人や、
元配偶者、同居している交際相手も含みます。

配偶者や交際相手からの暴力に「私も悪いから」とあきらめていませんか？
ひとりで悩まず、気になることがあれば気兼ねなくご相談ください。

◆女性相談所　℡018-835-9052（月～金/8：30～21：00、土日祝/9：00～18：00）
◆北福祉事務所　℡0186-52-3951（月～金/8：30～17：15）

11月はＤＶ防止推進月間です
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　「健康のつどい」の季節がやってきました。
　健やかに幸せに歳を重ねていくためには…明るく、前向きに、毎日を過ごしていきたいもの
です。
　どうぞ皆さんおそろいでご参加ください。

　自分の身体を知ること
で、これからの健康づく
りにきっと役立ちます。

主催：小坂町保健センター・小坂町国民健康保険・小坂町地域包括支援センター／お問い合わせ先　℡２９－３９２６

◆開催時間
　　　10：30～12：40 「減塩・野菜たっぷり」の料理メニュー紹介、

パネル紹介など

◆開催時間　12：00～12：40

　平成26年度の小坂町の献血が終了しまし
た。今年度も町内外の多くの方からご協力
をいただき、誠にありがとうございました。
　来年度も献血車を
見かけた際には、ご
協力をよろしくお願
いいたします。

平成26年度 献血目標達成

ご協力ありがとうございました

体脂肪、骨密度測定、
足指筋力測定

試食コーナー
（七滝地区食生活改善推進員）

●輝く人生90代
　～元気のコツ教えます

●認知症予防
　～ひとコマ劇場

◆開催時間　13：20～14：50

講話・寸劇
輝く人生90代～元気のコツ教えます

　４歳児むし歯のない
子とその保護者、また
保健協力員への感謝状
贈呈を行います。

◆開催時間　13：00～13：15

●こころの健康づくりコーナー
●減塩と野菜を食べよう（七滝地区
　食生活改善推進協議会）
●国保コーナー

式　典

パネル展示

表彰・感謝状贈呈

12月２日（火）
会場：セパーム
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◆申込み・お問い合わせ先
　ＪＡ窓口、秋田銀行、北都銀行、秋田信用金庫、秋田県信用組合

町民課生活環境班（TEL29－3928）
観光産業課観光商工班（TEL29－3908）

お 問 い
合わせ先

■全面閉鎖［11月中旬～］
　中央公園トイレ
　チャイムクリーン（野球場バックネット裏）
　発荷峠トイレ・発荷峠第２駐車場トイレ
　大川岱園地第１・２公衆トイレ

■全面閉鎖［12月1日～］
　国際交流広場トイレ

■冬期間開放するトイレ
　和井内公衆トイレ
　樹海クリーン（２号スキー場）
　マイクリーン［男性側］（ゆーとりあ向かい）
　スマイルクリーン（郷土館前）

稲作経営安定緊急対策資金のご案内
米の概算金の大幅な下落に伴い、無利子の融資制度を創設します。
緊急的に必要な資金需要に応えます！

◆貸付対象者
　経営所得安定対策におけ
る米の直接支払交付金の対
象者で、今般の米の概算金
の下落に伴い減収が見込ま
れる農業者、農業法人及び
集落営農組織。

◆貸付条件
・貸 付 利 率／無利子
・貸付限度額／米価下落による減収見込額
　　　　　　　（上限：個人500万円、農業法人等2,000万円）
・償 還 期 限／３年以内
・償 還 方 法／元金均等年賦償還（年１回約定償還）

◆資金使途
　農業経営の維持・安定の
ため、当年又は翌年の経営
に必要な運転資金。ただし、
既往負債の借換は含まない。

◆貸付実行期間
　平成27年３月31日まで
（各金融機関における貸し
付け実行開始時期は10月下
旬頃を予定）。

◆債務保証
　秋田県農業信用基金協会
の債務保証が可能。

　東北財務局秋田財務事務所では、「多重債務に関
する出張無料相談会」を開催し、多重債務（ヤミ金
融を含む）でお悩みの方々からの相談に、専門相談
員が応じます。相談は秘密厳守・事前予約制です。

　相談内容　多重債務（ヤミ金融を含む）
　開催日時　12月12日（金）
　　　　　　　午前９時～午後３時
　開催場所　小坂町福祉保健総合センター
　予 約 先　東北財務局秋田財務事務所多重
　　　　　　　債務相談窓口
　　　　　　　（℡０１８－８６２－４１９６）
　申込締切　12月５日（金）午後５時

※電話での相談も受け付けておりますので、お気
軽にご相談ください。
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お
知
ら
せ

　

子
ど
も
の
人
権
問
題（
虐
待
、
い

じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
等
）隣
近
所

と
の
問
題
、
そ
の
他
困
り
ご
と
、
心

配
ご
と
な
ど
。

◆
日
時　

12
月
５
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所　

ゆ
ー
と
り
あ

　
︻
人
権
擁
護
委
員
︼

　

中
村　

容
子（
TEL���

29
︱
５
５
９
０
）

　

村
木
あ
つ
子（
TEL���

29
︱
４
６
７
９
）

　

工
藤　

哲
雄（
TEL���

29
︱
２
３
４
０
）

　

木
村　

安
子（
TEL���

29
︱
４
３
１
２
）

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
、
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め

る
た
め
、
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
社
会
と
連
携
し
、
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解

明
し
、
そ
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い
て
情
報
を
お

持
ち
の
方
は
、
秋
田
県
警
察
本
部
又

は
鹿
角
警
察
署
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

鹿
角
警
察
署（
TEL���

23
︱
３
３
２
１
）

　

夫
婦
間
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
組

み
強
化
の
た
め
、
次
の
日
程
で
電
話

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
期
間

　

11
月
17
日（
月
）～
23
日（
日
）

◆
相
談
時
間

・
11
月
17
日（
月
）～
21
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
11
月
22
日（
土
）～
23
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
専
用
相
談
電
話

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

（
TEL��
０
５
７
０
︱
０
７
０
︱
８
１
０
）

◆
個
人
事
業
税（
２
期
）の
納
期
限
は

12
月
１
日（
月
）で
す
。

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期

限
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替

を
し
て
い
る
方
は
預
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
個
人
事
業
税
の
納
税
も
ぜ
ひ
口
座

振
替
で
！

　

公
共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う

に
、
個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
に
し

ま
せ
ん
か
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

県
総
合
県
税
事
務
所
鹿
角
支
所

（
TEL���

23
︱
２
３
２
８
）

　

冬
が
訪
れ
る
前
に
、
落
雪
の
恐
れ

が
あ
る
屋
根
に
は
、
雪
止
め
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。
屋
根
雪
の
道
路
へ
の

落
雪
は
、
交
通
を
遮
断
す
る
だ
け
で

な
く
、
人
命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
危
険
な
場
所
に
つ
い
て
は
、

屋
根
雪
の
落
下
防
止
の
雪
止
め
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雪
止
め
の
設
置
や
屋
根
の
補
修
に

も「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」が
適

用
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
班（
TEL���

29
︱
３
９
１
０
）

　

来
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補
者
に

選
ば
れ
た
方（
有
権
者
の
中
か
ら
ク

ジ
で
選
ば
れ
ま
す
）に
は
、
11
月
に

通
知
書
が
届
き
ま
す
。
検
察
審
査
会

で
は
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
の
善

し
悪
し
を
審
査
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
館
検
察
審
査
会
事
務
局

（
TEL��
０
１
８
６
︱
42
︱
０
０
７
１
）

　

働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
と
悩
む

若
者（
概
ね
30
歳
代
ま
で
）の
職
業
的

自
立
に
向
け
た
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

あ
き
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

人
権
困
り
ご
と
無
料
相
談

～
無
料
相
談
所
開
設
～

情
報

香典１件� 10,000円

「日本で最も美しい村」連合フェスティバル
　　　　�2014�in�きたしおばら懇親会� 6,000円

台湾国際交流フェスティバル
　　　　　　　　　歓迎レセプション� 5,000円

小坂町七夕振興会懇親会� 3,000円

小坂町防犯協会総会懇親会� 3,000円

鹿角地域市町議会連絡協議会
　　　　　　　　　　　研修会交流会� 5,000円

₁₀月分 町長交際費をお知らせします
【計６件　32,000円】

1㆓
月
10
日
～
16
日
は
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

屋
根
の
雪
止
め
設
置
に
つ
い
て

検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
サ
ポ
ス
テ
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　交流センターセパームでは、会議室や研修室など
で一般利用者向けに「インターネット」が利用でき
る環境（無線ＬＡＮ回線）を整備しました。
　会議室などを使用する際、どなたでもご自由にイ
ンターネットを気軽にご利用いただけます。
　仲間グループでのパソコン教室に活用や、少人数
でインターネットで検索をしながらの打合せ等々、
人数を問わずご利用いだだけます。
　なお、回線は自由に利用
できますが、パソコンは各
自でご用意いただくことに
なります。詳しくは、セン
ターセパームまでお問い合
わせください。

◆お問い合わせ先
　交流センターセパーム（℡29－２０６９）
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お
知
ら
せ

（
TEL
０
１
２
０
︱
０
０
１
︱
６
８
３
）

◆
日
時　

12
月
14
日（
日
）午
後
１
時

30
分

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
内
容　

表
彰
式
、弁
論（
中
学
生
）、

講
演
、
実
践
発
表（
予
定
）

◆
参
加　

無
料（
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
社
会
福
祉
協
議
会（「
だ
ん
ら

ん
」TEL�

25
︱
８
０
２
０
）

　

県
北
地
区
在
住
の
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
有
資
格
者
を
対
象
と
し
た
学
習

会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
15
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分�

◆
場
所　

大
館
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
第
１
会
議
室�

◆
対
象　

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

協
会
会
員�

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

学
習
会「
き
り
た
ん
ぽ
会
」

代
表
・
根
本

（
TEL
０
９
０
︱
２
３
６
３
︱
３
３
９
１
）

　

山
岳
霊
場
十
和
田
の
誕
生
と
歴

史
・
文
化
遺
産
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

11
月
19
日（
水
）17
時
～

◆
場
所　

ホ
テ
ル
十
和
田
荘（
十
和

田
湖
休
屋
）

◆
講
師　

斉
藤�

利
男　

氏

　
　
　
（
弘
前
大
学
教
育
学
部
教
授
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
上
北
県
民
局
地
域
連
携
部
地

域
支
援
室

（
TEL
０
１
７
６
︱
22
︱
８
１
９
４
）

◆
日
時　

12
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

◆
会
場　

小
坂
町
記
念
競
技
場

◆
競
技
種
目　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

ス
プ
リ
ン
ト
レ
ー
ス

　

①
小
学
校
低
学
年

　
　

１
５
０
ｍ
ク
ラ
シ
カ
ル

　

②
小
学
校
高
学
年

　
　

５
０
０
ｍ
ク
ラ
シ
カ
ル

　

③
中
学
校

　
　

８
０
０
ｍ
ク
ラ
シ
カ
ル

◆
参
加
料　

１
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　

12
月
５
日（
金
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

◆
日
時　

11
月
29
日（
土
）午
前
９
時

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格　

原
則
、
町
民
又
は
町

内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

◆
参
加
料　

１
０
０
０
円（
１
チ
ー

ム
）

◆
申
込
期
限　

11
月
21
日（
金
）

◆
申
込
先　

各
公
民
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

大
会
実
施
委

員
会
事
務
局（
TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

◆
日
時　

11
月
29
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

◆
会
場
等　

セ
パ
ー
ム
・
入
場
無
料

◆
対
象　

一
般
県
民

◆
テ
ー
マ　
「
秋
田
そ
の
未
来
～
秋

田
の『
イ
ス
ナ
』を
育
も
う
～
」

◆
講
師

◇
下
井
信
浩
氏（
秋
田
県
立
大
学
シ

ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
機
械
知
能
シ

ス
テ
ム
学
科
教
授
）「
社
会
を
支
え
る

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
未
来
に
つ
い
て
」

◇
吉
田
康
徳
氏（
秋
田
県
立
大
学
生

物
資
源
科
学
部
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
准
教
授
）「
野
菜
づ
く
り
の
巨
匠

（
マ
イ
ス
タ
ー
）に
な
る
た
め
の
秘
訣
」

◆
主
催　

秋
田
県
立
大
学

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

学
習
振
興
班（
TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

＊ 

お
・
め
・
で
・
た 

＊

〈
狐
崎
〉

　

木
村　

茉ま

紘ひ
ろ（

父
・
剛　

母
・
陽
子
）

〈
細
越
〉

　

榊　
　

彪ひ
ゅ
う
が雅（

父
・
祐
也　

母
・
知
佳
）

〈
荒
川
〉

　

目
時　

め
い（
父
・
嘉
樹　

母
・
智
亜
）

＊ 

ご
・
け
っ
・
こ
・
ん
＊

　�

木
村　

博
行　
（
牛
馬
長
根
）

　�

安
保　

祐
子　
（
鹿
角
市
）

＊ 

お
・
く
・
や
・
み 

＊

〈
さ
く
ら
ん
ぼ
団
地
〉木
村　

信
雄

〈
け
や
き
宿
舎
〉　　

横
田　

正
幸

〈
尾
樽
部
〉　　
　
　

山
口　

武
四
郎

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
窓
口
へ
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

（
10
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素 セシウム134 セシウム137

採　　取　　日
測　定　期　間

平成26年10月15日
10月16日から10月20日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

◆
検
査
日
＝
10
月
14
日

　

①
七
滝
保
育
所（
大
根
）

　

②
小
坂
マ
リ
ア
園（
り
ん
ご
）

◆
検
査
日
＝
10
月
２
日

　

③
小
坂
小
学
校（
小
松
菜
）

　

④
小
坂
中
学
校（
に
ん
じ
ん
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
３
９
２
５
）

③
・
④
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
資
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

ふ
る
さ
と
魅
力
発
見
講
座

参
加
者
募
集

小
坂
町
社
会
福
祉
研
修
大
会

♡（

第
３
回
ア
カ
シ
ア
ス
プ
リ
ン
ト

大
会
参
加
者
募
集

印
鑑
登
録
に
つ
い
て
②

　

印
鑑
登
録
後
、「
印
鑑
登
録
証
」が
交
付

さ
れ
ま
す
。
登
録
証
を
紛
失
し
た
と
き
は

再
度
登
録
が
必
要
で
す
。

～
証
明
書
を
と
る
と
き
～

※
実
印
や
委
任
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

《
町
民
課
町
民
福
祉
班　

住
民
戸
籍
担
当
》

　

TEL�

29
︱
３
９
０
６

第
16
回
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

募
集

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
学
習
会
開
催

秋
田
県
立
大
学
公
開
講
座
開
催

①
印
鑑
登
録
証
明
書
を
と
る
と
き
は
、
登

録
証
を
持
参
し
、
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

②
代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
も
、
登
録
証

を
持
参
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
実
印
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
登
録
証
の
提
示
が
な
い
場
合
、
実
印
を

持
参
し
て
い
て
も
証
明
書
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
10月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,685人

2,652人

3,033人

2,517世帯

（－ 9人）

（－ 6人）

（－ 3人）

（± 0世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医
第32回全町職域・レディースバレーボー
ル大会（セパーム）
全町個人戦秋季囲碁将棋大会（セパーム）

市日健康相談（だんらん）　中小路の館冬
季休館（～3/31）　郷土館・図書館休館　
康楽館休演日（～2日）

（郷土館・図書館休館）
【可燃ごみ】

行政相談日（ほっとりあ）
【可燃ごみ】　

劇団要初日

２か月児・２歳児育児相談（ゆーとりあ）

　 PTA授業参観（小坂小）　人権擁護特設相
談所開設（ゆーとりあ）
【可燃ごみ】

ありがとう訪問（マリア園）
【可燃ごみ】 【古紙類】

〈小雪〉
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

〈大雪〉
チャリティーショー

〈勤労感謝の日〉 （郷土館・図書館休館）

〈振替休日〉 心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

心配ごと相談日（郷土館・図書館休館）
【可燃ごみ】 【びん・缶等資源類】

施設開放日（七滝保育所）
乳児健診（ゆーとりあ）

世代交流・縄ない（小学生・老人クラブ）
施設開放日（七滝保育所）

第50回七滝地区漬け物「我が家の味自慢」
（七滝公民館）
【可燃ごみ】

劇団夢の旅千穐楽
【可燃ごみ】

第16回ユニカール大会（セパーム）
康楽館休演日（～30日）

　

生活発表会（マリア園）
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

　

ゆーとりあにこにこ訪問（マリア園）
（郷土館・図書館休館）

笹村整形外科
☎30-0035
福 永 医 院
☎35-3117
　　　　　

【びん・缶等資源類】

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大 里 医 院
☎22-1251

福 永 医 院
☎35-3117

なかのクリニック
☎22-7335
小笠原医院
☎35-2011
村 木 医 院
☎22-2055
大湯リハビリ病院
☎37-3511
小坂町診療所
☎29-5500
長 橋 医 院
☎23-7612
福 永 医 院
☎35-3117

長 橋 医 院
☎23-7612

笹村整形外科
☎30-0035
本 田 医 院
☎35-3002

村 木 医 院
☎22-2055

鹿角中央病院
☎23-4131

小坂町診療所
☎29-5500

村 木 医 院
☎22-2055

笹村整形外科
☎30-0035
小笠原医院
☎35-2011
小坂町診療所
☎29-5500
本 田 医 院
☎35-3002
なかのクリニック
☎22-7335

大 里 医 院
☎22-1251
いけがみクリニック
☎30-0111

かづの厚生病院
☎23-2111

大湯リハビリ病院
☎37-3511
かづの厚生病院
☎23-2111
小笠原医院
☎35-2011
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こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
、

大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　表紙でも紹介したとおり、今年６月に
オープンした小坂鉄道レールパークの来
園者が１万人を突破しました。
　特に８月は町民の皆様などご協力もあ
りまして、帰省客で大変にぎわいました。

　康楽館駐車場の交流広場に木骨レンガ造りの建物が移築
されました。施設名は、小坂町赤煉瓦にぎわい館「赤煉瓦倶
楽部」に決まり、地域住民や観光客が情報交換などしながら
休憩できるにぎわい拠点施設となります。　
　現在は移築が完成し、内装の工事を実施しています。

祝  入園者１万人達成 木骨レンガ造りの建物が移築されました

◆営 業 時 間　９：00～ 17：00　（最終入園時間16：30）
◆休　園　日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日休園）
◆お問い合わせ先　小坂鉄道レールパーク【旧小坂駅】（℡0186－25－8890）

小坂鉄道
レールパーク

●毎朝希望の時間に「おはよう　変わりねが？」と
　安否確認の電話をします。
●お買い物、病院等の外出サポート
●ホームクリーニング(手の届かないところのお掃除等)
●草取り、修繕、雪かき、除雪、犬の散歩等
●会員交流会(誕生日、温泉旅行、カラオケ大会等)

コールサービス『孫の手』
(有)北部地研内　鹿角市十和田毛馬内字上陣場48の1

受付時間／午前８時～午後５時

NPO法人
指令地活動－525
H26.9.11認証

お問い合わせ
お申し込みは

▲ラッセル車両の操作説明に夢中 ▲小坂町赤煉瓦にぎわい館「赤煉瓦倶楽部」

12月１日からは、閉園時間を１時間早め、９時～16時（最終入園15時30分）までに変更します。
11月末までは、下記のとおり通常の時間で営業します。

12月１日から３月末まで営業時間を変更します

広報こさか〔No.1062〕2014（平成26）年 11 月号（毎月10日発行）
■編集・発行／小坂町役場総務課（〒017－0292  秋田県鹿角郡小坂町小坂字上谷地41番地1　�℡  0186-29-3901　�FAX  0186-29-5481）
■町のホームページ　http://www.town.kosaka.akita.jp　■Ｅメール　koho@town.kosaka.akita.jp


